
一　
（
石
碑
を
お
さ
め
る
）お
堂
は
一
間（
１・８
メ
ー
ト
ル
）四
方
で
、桁
よ
り
下
は
五
尺  

八
寸（
１
７
６
セ
ン
チ
）、三
方
向
に
槐（
え
ん
じ
ゅ
）の
板
と
、そ
れ
か
ら
槐
の
桂
を
、四
方

に
岩
石
四
つ
、鉄
の
ほ
ぞ
四
つ
、こ
れ
は
水
戸
か
ら
届
い
た
も
の
で
費
用
は（
大
金
）重
貞
が

支
払
っ
た
。石
碑
は
四
尺
三
寸（
高
さ
１
２
６
セ
ン
チ
）、石
碑
を
載
せ
る
下
段
と
上
段
の
石

の
間
に
は
鉄
の
ほ
ぞ
を
入
れ（
て
補
強
し
）、上
段
の
石
と
石
碑
の
間
に
鉄
の
ほ
ぞ
を
入
れ

、石
碑
と
笠（
上
に
載
る
石
）の
間
に
鉄
の
ほ
ぞ
を
入
れ
、合
計
で
七
つ
、こ
の
費
用
は（
大

金
）重
貞
の
方
か
ら
代
金
を
水
戸
へ
届
け
た
。蹴
込
み
石
が
四
方
向
に
六
尺（
１・８
メ
ー
ト

ル
）で
幅
五
寸（
１
５
セ
ン
チ
）厚
さ
三
寸（
９
セ
ン
チ
）。

一　
竹
で
作
っ
た
囲
い
は
長
さ
七
間
半（
１
３・５
メ
ー
ト
ル
）横
七
間（
１
２・７
メ
ー
ト

ル
）高
さ
一
間（
１・８
メ
ー
ト
ル
）。た
だ
し
栗
の
丸
太
と
松
の
木
を
二
十
本
、竹
を
三
百
七

十
本
。

一　
幅
は
、お
堂
の
内
側
の
土
地
が
長
さ
二
十
四
間（
４
３
メ
ー
ト
ル
）横
六
間（
１
１
メ
ー

ト
ル
）の
幅
で
あ
る
。

『湯津神村車塚御修理』p5 p6 那須国造碑の覆堂

石
碑
の
覆
堂

を
つ
く
る

材
料
は
水
戸

か
ら
購
入

鉄
で
石
碑
を

補
強
す
る

垣
根
を
作
る

覆
堂
の
敷
地

の
広
さ

那
須
国
造
碑

の
計
測
図


